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個別決算における特別損失の計上及び 

個別業績の前期実績との差異に関するお知らせ 

 

 

2019年３月期（2018年４月 1日～2019年３月 31日）の個別業績（日本基準）につきまして、

連結子会社に係る特別損失を計上するとともに、個別業績につきまして前期実績値との間に差異

が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。なお、当該特別損失は、連結決算におい

ては消去されるため、連結損益への影響はありません。 

 

記 

 
１．個別決算における特別損失の内容 

 当社が保有する関係会社株式のうち、実質価額が著しく下落した連結子会社（キョクトウ高宮

株式会社）に対する関係会社株式について減損処理を実施し、関係会社株式評価損 30 百万円を

特別損失に計上いたしました。 

 また、当該連結子会社の債務超過を解消するため実施した同社に対する債権の株式化 500百万

円の実行において、実質的な債務免除額 217百万円の貸倒処理を実施いたしました。当該貸倒処

理は関係会社支援損として特別損失に計上しております。 

 当該関係会社株式評価損及び関係会社支援損は、連結決算においては消去されるため、連結損

益への影響はありません 

なお、キョクトウ高宮株式会社の今後の業績に重要な影響を与える要因として、次年度以降

NEXCO各社の高速道路大規模更新・修繕事業におけるPC床版取替え工事の発注量の増加を見込ん

でおります。 

 

  



 

２．2019 年３月期個別業績（通期）と前期実績との差異 

（金額の単位：百万円） 

 営業収益 営業利益 経常利益 
当期純利益又は

当期純損失（△） 

１株当たり 

当期純利益又は

当期純損失(△) 

前期実績（Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

596 86 84 106 2.73 

当期実績（Ｂ） 676 129 119 △87 △2.24 

増減額（Ｂ－Ａ） 80 42 35 △194 － 

増減率（％） 13.4 49.3 42.5 － － 

（差異が生じた理由） 

関係会社受取配当金が 80 百万円増加したことにより、営業収益、営業利益、経常利益が前期

実績を上回りました。 

一方、当期純損失については、前述の関係会社株式評価損 30 百万円及び関係会社支援損 217

百万円を特別損失に計上したことによるものです。 

以 上 


